
映画祭公式サイト
www.yuki-eiga.com

国際有機農業
映画祭
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大正大学7号館1階

土曜
開場9:30 開演10:00 1̃9:00 1日通し券 2500円／当日 3000円

25歳以下無料（当日、証明証の提示のこと)
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イラスト：貝原浩（天野慶之・高松修・多辺田政弘編『有機農業の事典〔新装版〕』より）

●25歳以下の方もご登録下さい●定員200人
●お申込みは、12月3日まで
●チケットのお問合せ tickets@yuki-eiga.com
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大正大学アクセス  東京都豊島区西巣鴨3-20-1
電車▶都営地下鉄三田線…西巣鴨駅A3出口徒歩２分／
JR埼京線…板橋駅東口徒歩10分
バス▶池袋駅東口から都バス…堀割バス停徒歩２分

主催：国際有機農業映画祭実行委員会／後援：大正大学／
協力:NPO法人日本有機農業研究会、NPO法人日本消費者連盟、
NPO法人アジア太平洋資料センター、NPO法人APLA／アジア農民交流センター

田田田  田んぼのささやき 10
時

05
分

〜

つながる
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米は一体これからどうなるのか。加速度的に離農が進む日
本で、山形、鳥取、静岡の3つの地域で、伝統的な農業を
守る親子、AIを活用し大規模化に進む農家、自然栽培で荒
地を再生する農家という、三者三様の米づくりの現場を
“田んぼ目線” で活写。日本の主食の「米」が直面する危
機のリアルと、米づくりの未来を問いかける。

2026年／日本／111
分／ 監督：佐藤洋紀

作品解説 | 大野和興 農業ジャーナリスト

令和の百姓一揆 202613
時

05
分

〜

国民が国産の食料を食べ続けられる政治、安定して農家が
営農できる所得補償制度、食料の需給の混乱を二度と起こ
さないこと。この３つを求めて、立ち上がった農民と市民
の記録。2026年度ダイジェスト版。

2026年／日本／10
分／制作：令和の百
姓一揆実行委員会

作品解説 | 令和の百姓一揆事務局

ともに育てる 10
時

20
分

〜

地域のつながりを通じて社会的孤立や食料不安などの課題
に立ち向かうコミュニティの姿を描く。荒れ地だった小学
校の校庭を必要な人に食料を届けるフードドライブや共同
カフェで使う野菜を育て、豊かな農園に変えていく。そこ
に自転車の修理工房や裁縫ワークショップなどの人びとの
仕事が生まれていく。土を原点に地域社会の回復力を強靭
に高めていく人びとの軌跡を追う。

2022年／ニュージー
ランド／39分／原
題：『Together We 
Grow』／監督：ジョ
ーダン・オスモンド、
アントワネット・ウィ
ル ソ ン／ 制 作：
Happen Films

作品解説 | 毛利公美 東京都有機農業研究会代表

野良語り
東北の
百姓が語る
いのちと地域の
耕し方

14
時

25
分

〜

菅野芳秀さん：山形県長井市で循環型農業を実践する米農
家。置賜自給圏推進機構共同代表を務め、生ゴミのリサイ
クル「レインボー・プラン」や農業再生を訴える「令和の
百姓一揆」を主導。著書多数。
柳谷励子さん：1994 年に岩手県に移住。家族と米作中心
の有畜複合農業を営む。有事法制への反対を機に「とうわ
9 条の会」を設立。「平和でなければ、農業はできない」
を掲げ、20 年間発信を続けている。

50℃で生きる 16
時

00
分

〜

世界各地で気温50℃が観測され、山火事や砂漠化、干ば
つが人びとの暮らしや自然を深刻に脅かす。作物の枯死や
深刻な水不足によって農業基盤は崩壊し、世界的な食料危
機が現実味を帯びてきた。BBCのカメラは、「50℃の世界」
の過酷な現実を記録。2℃の気温上昇で10億人が苦しむと
いわれる気候変動にどう立ち向かうか。私たちの行動にか
かっている。

2021年／イギリス／
59分　原題：『Life 
at 50℃』／監督：ギ
ャビン・サール、ナマ
ク・コシュナウ／画像
配信：アジアンドキュ
メンタリーズ

作品解説 | 上野 香 農民・三里塚ワンパック野菜

身土不二17
時

20
分

〜

有機野菜と有機・減農薬米による、ほぼ100％地産地消の
「完全米飯給食」を実施していた福島県熱塩加納村の小学
校。しかし、少子化で小中学校は統廃合、学校給食はセン
ター方式へ。農業も高齢化で担い手不足という厳しい状況
にある。それでも、熱塩加納村の学校給食を支えてきた栄
養士や農家の想いを引き継ぎ、未来へつなぐ人びとがいる。

2025年／日本／83
分／監督：安孫子亘
／制作：ミルフィルム

作品解説 | 安孫子亘監督

11:30̃

詳細は直前のHPを
ご覧ください。
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